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黒田チカと牧田らく
－日本初の女子大学生誕生と東京女子高等師範学校・東北帝国大学

お茶の水女子大学歴史資料館　　志　賀　祐　紀

大正 2 （1913）年、東北帝国大学（以下、東北帝大）が日本で初めて女性に門戸を開放しました。お茶の

水女子大学の前身である東京女子高等師範学校（以下、東京女高師）からは卒業生かつ当時の教員であった

黒田チカ、牧田らく、江澤駒路の 3 名が入学試験に挑みました。このことは世を大きく賑わせ特に文部省は、

「頗ル重大ナル事件」として説明を求める文書を東北帝大に送ったほどでした。そして試験の結果、黒田、

牧田、そして日本女子大学校（現：日本女子大学）から受験した丹下ウメが合格し、 3 名の日本初の女子大

学生が誕生しました。

黒田チカは東北帝大では化学科に入学し、紫
し

根
こん

の色素の構造研究に挑みました。大正 5 （1916）年に卒業

し、我が国最初の女性理学士の一人となりました。その後は東京女高師で教鞭をとりながら、理化学研究所

にて研究を続けています。そして、昭和 4 （1929）年に紅花の色素カーサミンの構造を決定し、その研究に

より日本で 2 番目の女性理学博士（化学の分野では初）となりました。

母校の東京女高師には、昭和24（1949）年に後継のお茶の水女子大学が

開学した後も教授として勤め、昭和27（1952）年に68歳で定年退官しまし

た。以降も、昭和38（1963）年まで非常勤講師として週 1 回の講義を続け

ています。お茶の水女子大学に残る東京女高師時代の卒業アルバムには教

員としての黒田の写真がいくつも収められています。また、平成25（2013）

年 3 月、お茶の水女子大学が所有する彼女の天然色素研究関連資料は日本

化学会化学遺産（第019号）に認定され、後世に守り継がれていくことと

なりました。

牧田らくは東北帝大では数学科に入学し、在学中に 2 本の論文を発表し

ました。大正 5 （1916）年に卒業し、黒田と共に我が国最初の女性理学士

の一人となりました。そして、その年の 7 月に東京女高師の講師に就任し

ています。大正 8 （1919）年 3 月、かねてより婚約していた画家の金山平

三と結婚し、翌年 9 月に東京女高師を辞職しました。家庭にありながらも

研究に対する情熱を失わず、昭和 8 （1933）年に文献目録「Linkage ニ関

スル著作ノ目録」を完成させ、『東北数学雑誌』へ発表しています。

牧田は夫の画業を妻として懸命に支え、夫の死後はその業績を後世に残

すことに奔走し、それは兵庫県立美術館開館の一つの契機となりました。

牧田が遺した研究業績はけして多くはありません。しかしながら、家庭と

研究を両立させようと挑んだ女性の先駆けとして、その生涯は魅力的であ

るといえるでしょう。

大正 2 （1913）年に東北帝大が行った女性への門戸開放の後、北海道帝

国大学（現：北海道大学）、九州帝国大学（現：九州大学）などが女子学

生の入学を許可しました。さらに、昭和 4 （1929）年 4 月、東京と広島高
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等師範学校（現：筑波大学、広島大学）に文理科大学が設置されました。

その入学資格には女子高等師範学校卒業者も含まれるとされ、共学の大学

が開学しました。しかしながら、それらの大学への進学は入学資格や研究

内容など、女性にとっては様々な課題がまだ残ったままでした。

そのような背景の下、大正期後半から昭和初期にかけて、女子高等師範

学校を女子師範大学とする要望が東京女高師で高まり、大学への昇格運動

が果敢に繰り広げられました。ところが、時代は戦時下に入り実現を見る

には至らず、この大学昇格への願いは戦後の学制改革時に引き継がれるこ

ととなりました。

終戦して間もない昭和20（1945）年秋、東京女高師は国立女子大学の設立計画を立てますが、この計画は

戦後の国費不足により見送りとなりました。そして、その後も紆余曲折を経て、昭和23（1948）年、ついに

文部省が国立女子大学を設置する方針を出し、ようやく開学が決定します。しかし、文部省は教養や教員養

成を主とする大学を想定しており、それは学術研究を主とする大学を志向する東京女高師の意とは全く異な

るものでした。そこで、学校関係者は懸命な交渉を幾度も重ね、最終的には女子の最高学府としての長年の

歴史と実績が認められ、昭和24（1949）年 5 月に学術研究の府としてお茶の水女子大学が開学することとな

りました。

お茶の水女子大学は明治 8 （1875）年の創立以来、黒田や牧田の他にも、日本で初めて女性博士となった

保井コノや国際的に活躍した物理学者の湯浅年子など数多の先駆的な女性研究者を輩出してきました。その

伝統を引き継ぐ大学の使命として、現代社会に必要とされる高度な教養と専門性を備えた研究者、広くは

女性リーダーの育成を目指し様々な取り組みを行っています。例えば、グローバルに活躍する研究者やリー

ダーを育てることを目標にカリキュラムを開発している他、海外研究活動や留学を支援する多彩なプログラ

ムを設けています。また、お茶の水女子大学の学生や研究者が女性としてのキャリアとライフプランの両立

を実現するために、学内保育所「いずみナーサリー」の設置などのサポート体制を整備しています。さらに、

「特別研究員制度」（通称「みがかずば研究員」）では女性研究者の活動を支援し、出産や介護などのライフイ

ベントにより研究を中断した女性研究者が現場に復帰する機会を提供しています。

今年は日本初の女子大学生が誕生して100年目の記念の年にあたります。そこで、お茶の水女子大学歴史資

料館では、10月15日（火）より平成25年度企画展示「日本初の女子大学生誕生100年　黒田チカと牧田らく」

を開催します。日本初の女子大学生誕生の経緯や、黒田や牧田の人物像、現在のお茶の水女子大学の取り組

みなどについて、写真パネル約50点を中心に当時の資料を交えて展示します。また、常設展示ではお茶の水

女子大学の歴史や明治期に昭憲皇太后から下賜された品々などの貴重資料を特別公開いたします。この機会

にぜひご来館いただき、女子教育や女性と研究について改めて考える機会としていただければと思います。

お茶の水女子大学開学記念式の日
の正門[昭和24年/お茶の水女子大
学附属図書館]

お茶の水女子大学歴史資料館企画展示
「日本初の女子大学生誕生100年　黒田チカと牧田らく」

会　　場：お茶の水女子大学歴史資料館（大学本館1階121室・136室）
会　　期：平成25年10月15日（火）～11月8日（金）
休 館 日：10月20日（日）、27日（日）、11月4日（月）／開館時間：12時30分～16時30分（入場無料）
お問い合わせ：お茶の水女子大学　図書・情報チーム　情報基盤係　　Tel.	03-5978-5567
　　　　　e-mail:shiryo@cc.ocha.ac.jp　　URL.	http://archives.cf.ocha.ac.jp/info_kikaku_2013.html
アクセス：	東京メトロ丸ノ内線「茗荷谷」駅より徒歩7分　東京メトロ有楽町線「護国寺」駅より徒歩8分	 	

都営バス「大塚二丁目」停留所下車徒歩1分
主　　催：	お茶の水女子大学歴史資料館
協　　力：東北大学史料館　兵庫県立美術館　独立行政法人理化学研究所広報室記念史料室



※追記及び訂正 

 

4頁 22行目に、牧田らくの結婚の時期について大正 8（1919）年 3月としましたが、飛松

實著『金山平三』（日動出版部、 1975年）によると、結婚式を 3月に挙げ、同年 11月に入

籍しています。また、23行目に「翌年 9月に東京女高師を辞職」と記載しましたが、「翌年

4月 に東京女高師を辞職」の誤りです。お詫びしてここに追記、訂正いたします。 

（志賀祐紀） 


